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研究成果の概要（和文）：低自尊心者の安心さがしは他者からの拒絶を引き起こし、高自尊心者の安心さがしは
受容を引き寄せることが示されてきた。本研究の目的は、この問題を関係性目標の観点から検討することであ
る。分析の結果、低自尊心で安心さがしする人は、他者と良好な関係を形成しようとする接近的動機づけが低
く、他者からの拒絶場面で、自己本位的な行動傾向を示した。逆に、高自尊心で安心さがしする人は、接近的動
機づけが高く、他者を配慮する行動を示した。また、自尊心や安心さがしレベルに関わらず、男性の思いやり目
標の高さが、女性の自己拡大・充足感を高めることが示され、上方螺旋過程の生起には思いやり目標が重要な要
因となることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The prior study suggested that if people with low self-esteem (LSEs) 
excessively sought reassurance from their friends, they were rejected. On the contrary, those with 
high self-esteem (HSEs) were not rejected when they sought reassurance. Why did this difference 
emerge? We focused on the relational goals in order to clarify the problem. The analysis revealed 
that LSEs with high reassurance seeking (RS) had low approach motives that maintain their relations 
between their friend or partner positively, and indicated their self-centered behaviors. In 
contrast, HSEs with high RS had high approach motives and relation-centered behaviors. Moreover, 
male's compassionate goals promoted female's self-expansion and fulfillment regardless of SE and RS.
 These findings suggested that one of promotional factors might be compassionate goals.

研究分野：社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
安心さがしとは、重要他者に本当に自分の

ことを大切に思ってくれているかを繰り返
し確認する行動である。低自尊心者が友人や
恋人に対して安心さがしをする（Joiner, et 
al. 1993）ほど、相手からの評価が低下し、
抑うつ状態が維持・高揚するという下方螺旋
過程が示されてきた。逆に、高自尊心者は安
心さがしをしても、他者から拒絶されず、受
容される（長谷川・浦, 2002；長谷川，2008）。
なぜ、低自尊心者と高自尊心者の安心さがし
は、このように異なる結果を生じさせるのか。
本研究は、この問題について、(1)低自尊心
者と高自尊心者は、それぞれどのような動機
に基づいて、安心さがしを行うのか、(2)低
自尊心者と高自尊心者が行う安心さがしの
質的な違いは、どのようなものかという２つ
の観点から検討を行う。さらに、それらの検
討結果に基づき、どのようにすれば、低自尊
心者の下方螺旋過程が解消し、上方螺旋過程
が実現されるのかという問題について検討
する。 
 
２．研究の目的 
 上述のように、低自尊心者がとる安心さが
し行動は、他者からの拒絶を引き起こす下方
螺旋過程の様相を呈し、逆に、高自尊心者が
とる安心さがし行動は、受容を引き寄せる上
方螺旋過程を生み出すことが示されてきた。
しかしながら、自尊心の低い人と高い人で、
このような差異がなぜ生じるのかについて
は、未だ不明確なままであった。本研究の目
的は、この未解決問題について、なぜ下方・
上方螺旋の両過程が生じるのかという発生
メカニズムを解明するとともに、いかにすれ
ば適応的な対人関係を構築できるかを明ら
かにすることである。 
 
(1)低自尊心者と高自尊心者の安心さがしは
どのような動機に基づいて行われるのか 

上述の(1)に関して、本研究では、対人関
係の形成・維持に関する社会的動機づけと関
係目標に焦点を当てる。 

まず、対人関係における社会的動機づけと
は、対人関係を形成し、維持する動機であり、
従来の動機づけ研究と同様、接近と回避とい
う２つの動機からなる（Gable, 2006）。接近
的動機づけとは、対人関係を良好な状態にし
ようとする動機づけであり、回避的動機づけ
とは、対人関係を悪化させないようにしよう
とする動機づけである。先行研究では、接近
的動機づけが、友人関係における満足感など
の成果を高めるのに対して、回避的動機づけ
は相互作用相手を不快にさせることが示さ
れている。 

この動機づけの観点から、下方・上方螺旋
過程について捉えると、次のように考えるこ
とができる。すなわち、低自尊心者が、安心
さがしをする場合、関係を良好にしようとい
するのではなく、関係を悪化させないように

しようとする（接近的動機づけが低く、回避
的動機づけが高い）ために、他者から拒絶さ
れる可能性があるということである。それに
対して、高自尊心者は、関係をよりよいもの
にしようとするために（接近的動機づけが高
く、回避的動機づけが低い）、他者から拒絶
されないと考えられる。 

また、類似の概念として、関係性目標があ
る。関係性目標とは、他者との関係における
自己に関する目標であり、思いやり目標と自
己イメージ目標の 2 種類があるとされる
（Crocker & Canevello, 2008）。思いやり目
標とは、他者をサポートすることを重視し、
他者を傷つけることを避けようとする目標
である。逆に、自己イメージ目標とは、望ま
しい自己像を保持しようとする目標である。
先行研究では、思いやり目標が高く、自己イ
メージ目標が低い人ほど、友人にサポートを
与え、その結果、友人からサポートを受け、
不安と抑うつを下げ、自尊心が高まる
（Canevello & Crocker, 2011）という適応
的な対人関係を構築していることが示され
ている。 

この関係性目標の観点から、低自尊心者の
下方螺旋過程を捉えると、次のように考える
ことができる。すなわち、低自尊心者が、安
心さがしをする場合、相手のことを考慮せず
（低思いやり目標）、自分の不安な気持ちに
注目してほしい（高自己イメージ目標）だけ
の自分本位の行動になっているということ
である。この場合、相手はサポートを与えた
くないと思い、安心さがしに応えず、最終的
には拒絶することになると考える。それに対
して、高自尊心者が、安心さがしをする場合、
自己と他者との関係を良くしよう（高思いや
り目標）と思いながら、自分の不安に固執せ
ずに（低自己イメージ目標）、行動している
と考えられる。 

このような予測を検証するために、大学生
ペアに対する調査と恋人・夫婦ペアに対する
調査を行った。 
 
(2)低自尊心者と高自尊心者の安心さがしは、
質的にどのように異なるのか 

上述の(2)に関して、本研究では、社会的
拒絶場面における対処行動について検討し
た。 

従来の安心さがし尺度は、友人や恋人が
「自分のことを心から気づかってくれてい
るかどうか、相手に確かめる」など、安心さ
がしを直接的に問う項目からなっていた。ま
た、軽度抑うつ者の恋人との会話を測定した
実験研究（Knobloch, et al, 2012)でも、発
言がどのくらい安心さがしの定義に沿った
ものかを評定したのみであった。これらの測
定方法では、低自尊心者の安心さがしは、具
体的にどのような行動となって立ち現れる
のかは明確にならない。そこで、本研究では、
友人および恋人から無視された場面を想定
させ、その際にどのような行動をとるかにつ



いて自由記述データを取得し、この点を明確
化する。 
 以上の検討結果を踏まえ、低自尊心者の下
方螺旋過程が解消し、上方螺旋過程が実現さ
れるのかという問題について考察する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、大きく分けて以下の 3つの形
式の調査データを取得し、分析を行った。 
 
(1) 大学生に対する調査 
 大学生 194名に対して、他者から無視され
た場面においてどのような行動をとるかを
検証する想定法を中心とした質問紙調査を
実施した。 
 
(2)大学生に対する同性の友人ペア調査 
 大学生の親しい同性の友人ペアに対する 2
波のパネル調査を実施した。Time 1 は、154
ペア（男性 182 名、女性 126 名）が回答し、
平均年齢は、18.53（SD ＝0.85）であった。
Time 2は、2 ヶ月後に実施し、両時点ともに
回答した者は、66ペアとなった。 
 また、以下に示した過去に取得した親しい
同性の大学生ペアデータを再分析した。 
① 大学生 55ペア（男性 32名、女性 78名）。 
② 大学生 64ペア（男性 50名、女性 78名）。 
③ 大学生 93ペア（男性 96名、女性 90名）。 
 
(3)恋人・夫婦関係に対するペア調査 

調査会社のモニターを対象に、恋人または
夫婦ペアに対して、Web パネル調査を行った。
Time 1 に 300ペアの回答を取得し、その 3ヶ
月後、Time 2 として 100 ペアの回答を取得し
た。両時点に回答した人の平均年齢は、男性
35.34 歳（SD ＝6.11）、女性 33.30 歳（SD ＝
5.71）であった。 
 
４．研究成果 
(1)低自尊心者と高自尊心者の安心さがしは
どのような動機に基づいて行われるのか 
①友人関係における社会的動機づけに関す
る分析（学会発表⑥） 

大学生に対する調査を行った結果、高自尊
心者で安心さがしする人は接近的動機づけ
が高いことが示された。これに対して、低自
尊心者は総じて接近的動機づけが低かった。
また、回避的動機づけについては、自尊心と
安心さがしの主効果のみが有意であり、それ
ぞれが高いほど、回避的動機づけが高いとい
う結果が示された。 

これらの結果から、同じ安心さがしをする
場合にも、高自尊心者は相手との関係を良好
なものにしようとする接近的動機づけが高
いために、相手は嫌悪感を抱かず受容する可
能性が示唆された。また、逆に、低自尊心者
が安心さがしする場合には、接近的動機づけ
が低く、回避的動機が高いため、関係を悪化
させないように消極的に友人と関わり、その
結果、友人から拒絶される可能性が示唆され

た。 
 
②関係性目標に関する分析 

恋人・夫婦ペアに対する調査を行い、男性
が女性の関係性評価に及ぼす影響について
分析した結果（図 1）、思いやり目標の高い男
性では、自尊心や安心さがしレベルにかかわ
らず、女性の自己拡大・充足感（いろいろな
物事の興味が沸く、気持ちが安らぐ等）が高
くなることが示された。それに対して、思い
やり目標が低い男性では、全体的に女性の自
己拡大・充足感が低いものの、自尊心が高い
男性が安心さがしをするほど、女性の自己拡
大・充足感が高くなることが示された。これ
らの結果は、自尊心が高い人が安心さがしを
適切な依存関係の構築・維持のために用いて
いる可能性を示唆するものである。 
 次に、女性が男性の関係性評価に与える影
響を分析したところ、自尊心が高く、安心さ
がしもせず、自己イメージのみを重視する女
性は、相手の男性に不安を抱かせやすいこと
を示唆する結果が示された。 
 これらの結果から、安心さがしを行う場合
にも、思いやり目標の高さや自己イメージ目
標の低さが、相手の評価を向上させる可能性
が示唆された。 

 
③社会的スキルとパーソナリティに関する
分析（論文②） 
 大学生に対する調査の結果、安心さがしを
行う人ほど、社会的スキルの基本スキルのう
ち、統制スキルが低いことが示された。この
ことは安心さがしを行う人ほど、コミュニケ
ーション全般において自分の感情をコント
ロールすることができないと認知している
ことを示唆する。また、安心さがしを行う人
において、低自尊心者は楽観性が低く、高自
尊心者は楽観性が高いことが示された。この
ことは、低自尊心者で安心さがしを行う人は、
悲観的でネガティブな認知に基づいて安心
さがしを行うため、他者から疎んじられ、嫌
われる可能性を示唆するものである。 
 
 以上の分析結果から、低自尊心者が安心さ
がしをする人は、他者と良好な関係を形成し
ようとする接近的動機づけが低く、関係を悪
化させないように心がける回避的動機づけ
が高いことが示唆された。このような人は、
悲観的で、感情を統制するスキルも低いため、
ネガティブな安心さがしをしてしまうこと
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図１ 女性の自己拡大・充足感（Time 2）に対する男性の3要因交互作用



になり、拒絶されることになる可能性がある。 
 逆に、高自尊心者で安心さがしをする人は、
関係を良好なものにしようとする接近的動
機づけが高いために、他者から受容される可
能性が示唆された。 
 さらに、恋人・夫婦ペアに関する分析の結
果から、当初予測していたような自尊心と安
心さがしとの組み合わせによる関係性目標
の差異は見られず、むしろ両者との組み合わ
せによって、相手からの評価に影響を及ぼす
ことが示された。具体的には、男性では思い
やり目標が高ければ、自尊心や安心さがしの
レベルにかかわらず、パートナーの女性が自
己を拡大し、充足感を得るような関係である
と認知するようになるということである。ま
た、高自尊心者は思いやり目標が低くても、
安心さがしを行うことで、女性の自己拡大・
充足感を促進させる同様の効果を持つこと
が示されたことから、高自尊心には適切な依
存関係を構築するための思いやり目標以外
の別の機能が備わっていることが示唆され
た。 
 
(2)低自尊心者と高自尊心者の安心さがしは、
質的にどのように異なるのか 
①社会的拒絶場面における反応の質的分析
（学会発表⑤） 

大学生に対する調査を行い、親友から無視
された状況における行動に関する自由記述
を収集し、分析した。数量化Ⅲ類による解析
を行ったところ、低自尊心者で安心さがしを
する人は、「怒る」や「無視」という語と近
接して付置しており、無視する親友に怒ると
いう自己本位的な行動傾向が示唆された。そ
れに対して、高自尊心者で安心さがしをする
人は、「悲しい」、「落ち込む」という感情語
や、「謝る」という行動語と近接していた。
この結果は、高自尊心者は、悲しい気持ちに
なりながらも、友人の状況をみて、相手にま
ずは謝ろうとする、他者への配慮を伴う行動
傾向を示唆するものであった。恋人に対する
反応についても同様の差異が見られた。これ
らの結果から、低自尊心者と高自尊心者の安
心さがしにも同様の行動傾向の差異が見ら
れる可能性が示唆された。 
 
②社会的拒絶への対処行動の分析（学会発表
⑦） 

大学生に対する調査を行い、最も親しい同
性の友人から無視された場面を想定させた
ところ、低自尊心者で安心さがしをする人は、
消極的な破壊行動をとることが示された。消
極的な破壊行動とは、相手とこれ以上関わら
ないようにする等の回避的な行動である。ま
た、自尊心レベルにかかわらず、安心さがし
をするほど、関係志向的行動や関係破壊的行
動をとるという結果も示された。これらの結
果から、相手から拒絶された可能性がある場
面において、低自尊心で安心さがしをする人
は、関係の再構築を図ろうと考えながらも、

同時に関係から離れたり、いっそのこと関係
を解消したりするような行動をとろうとす
る可能性が示唆された。 
 
③ソーシャル・サポートの授受に関する分析
（学会発表⑧） 
 大学生の同性の友人ペアに対する 2波のパ
ネル調査を行った結果、低自尊心者で安心さ
がしをする人は、高自尊心者に比べて、相手
に対して、サポートを提供していなかった。
これに対して、自尊心の高い人で安心さがし
を行う人は、関係を良好なものにするために、
他者に対するサポートを提供していた。これ
らの結果から、このような相手に対するサポ
ート提供が、安心さがしをしても拒絶される
か否かに関与していることが示唆された。 
 
④自己開示に関する分析（学会発表⑪） 

大学生の同性の友人ペアに対する 2波のパ
ネル調査を行った結果、友人関係の初期段階
において、低自尊心者で安心さがしを行う人
が、人間関係に関する内的な自己開示をしな
い場合には、2 ヶ月後の同性の友人の印象評
価が低くなることが示された。この結果は、
低自尊心者が自分自身の不安や心配につい
て安心さがしをするばかりで、ほとんど内面
的な自己開示をしないという矛盾した行動
をとる場合には、相手から拒否されることを
示唆するものである。 

 
⑤自他の心理的距離に関する分析（学会発表
⑨） 

大学生の同性の友人ペアに対する 2波のパ
ネル調査を行った結果、低自尊心者で安心さ
がしする人は、友人との心理的距離について、
友人自身は近くなったと認知していないの
にもかかわらず、より近くなったと考えてい
た。対照的に、高自尊心者で安心さがしをす
る人は、心理的な距離について、友人は近く
なったと認知していたにもかかわらず、近く
なったと認知していなかった。これらの結果
は、低自尊心者で安心さがしをする人におけ
る友人との心理的距離に関する誤った認知
が、拒絶を引き起こす要因として機能してい
る可能性を示唆するものである。 
 
⑥受容認知に関する分析（学会発表⑩） 
 大学生の同性の友人ペアに対する調査を
行った結果、低自尊心者で安心さがしを行う
人のうち、相手から受け入れられているとい
う受容認知が高い人は、低い人よりも、友人
からの評価が低いことが示された。この結果
は、低自尊心者が友人から受容されていると
いう誤解に基づいて安心さがしをした場合
には、相手からの評価が低くなってしまうこ
とを示唆するものである。 
 
 以上の分析結果から、親友から無視された
状況において、低自尊心者で安心さがしをす
る人は、無視する親友に怒るという自己本位



的な行動傾向を示した。それに対して、高自
尊心者で安心さがしをする人は、悲しい気持
ちになりながらも、友人の状況をみて、相手
にまずは謝ろうとする、他者への配慮を伴う
行動傾向を示した。これらの結果は、同じ安
心さがしでも、低自尊心者と高自尊心者では、
相手に対する配慮を持てるか否かが異なる
ことを示唆するものである。 
 このような低自尊心者と高自尊心者の行
動的差異は、他の側面でも認められた。低自
尊心者で安心さがしをする人は、相手に関係
破壊的な行動をとり、ソーシャル・サポート
を提供していなかった。そして、そのような
状態で相手に対して、自己の内面を開示しな
い場合には、相手からの評価が低くなってし
まうことが示された。 
 これに対して、高自尊心者で安心さがしを
する場合には、関係を良好なものにするため
に、相手にサポートを提供しており、相手か
ら受容されることが示唆された。 
 このような低自尊心者と高自尊心者の差
異は、何によって生じるのか。それは相手と
の心理的距離や相手からの受容感の精度に
よる可能性がある。低自尊心者で安心さがし
をする人は、相手との心理的距離を相手が思
うよりも近く、受容されていると認知するこ
とによって、相手からの評価が低くなってし
まうことが示された。これに対して、高自尊
心者で安心さがしを行う人は、相手から受容
感に対応する形で相手の評価が形成されて
いた。すなわち、受容感の精度が高かったと
いえる。 
 これらの結果から、同じ安心さがしでも、
低自尊心者と高自尊心者で、質的な内容が異
なることが示された。また、それが相手との
関係を悪化させるか否かを規定することが
示唆された。 
 
 以上、(1)と (2)に示した研究知見を総合
して、低自尊心者で安心さがしをする人にお
ける下方螺旋過程を、上方螺旋過程に転換さ
せるにはどのような要因が重要となるかを
考察する。まずは、(2)⑤と⑥の結果に示さ
れたように、自らの心理的距離の認知は歪ん
でいる可能性があることを意識する必要が
ある。その上で、上述の(1)②の結果に示さ
れたように、思いやり目標を持つことが相手
からの受容を引き出す最も重要な鍵となる
と考えられる。自ら受容されているかを相手
に繰り返し確認する安心さがしを、自らの感
情に流されることなく、相手のことを配慮し
ながら、二人の関係を重視するような形で行
うことができれば、螺旋過程を下方から上方
へと修正することにつながる可能性がある。 
 しかしながら、実際にこのような効果が示
されるかどうかは、比較的長期にわたる介入
研究によって検証される必要があり、今後の
検討が求められる。 
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